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　この報告書は，日本とフラソスとの出会いに関して，
マルコ・ポーロの日本紹介から，日本人として初めてフ
ランスに足を踏み入れた伊達政宗の使節支倉六右衛門一
行が，フランス人と最初に言葉をかわしたことまでを歴
史的にまとめあげたものである。また，ここで引用し
た，使節一行のフランスでの状況を伝える資料は，昨年
パリのビブリオテク・ナショナルとカルパントラのアン
ギャンベルチーヌ図書館を訪れ，入手したものである。
　日本をチパングとして始めてフランスに紹介し，その
存在を知らしめたのは，中世フランス語で書かれた『マ
ルコ・ポーロ旅行記』（14世紀の写本）である。マルコ・
ポーロは，旅行家として，日本でも多くの人々に良く知
られている。彼の『旅行記』の古写本・古版本は，現存
するものだけでも百数十種を数えると言われている。そ
の数多い写本・版本の中で，特にフランス人に多く読ま
れたのは，グレゴワールによって改訳された標準フラン
ス語写本である。
　マルコ・ポーロは，まず，日本を次のように紹介す
る。「チパング（日本国）は，東のかた，大陸から千五
百マイルの大洋中にある，とても大きな島である。住民
は皮膚の色が白く礼節の正しい優雅な偶像教徒であっ
て，独立国をなし，自己の国王をいただいている。この
国ではいたる所に黄金が見つかるものだから，国人は誰
でも莫大な黄金を所有している。この国へは大陸から誰
も行った者がない。商人でさえ訪れないから，豊富なこ
の黄金はかつて一度も外国に持ち出されなかった。右の
ような莫大な黄金がその国に現存するのは，全くかかっ
てこの理由による。
　引き続いてこの島国の国王が持っている一宮殿の偉観
について述べてみよう。この国王の一大宮殿は，それこ
そ純金ずくめで出来ているのですそ。我々ヨーロッパ人
が家屋や教会堂の屋根を鉛板でふくように，・・この宮殿の
屋根はすべて純金でふかれている。したがって，その値
打ちはとても評価できるようなものではない。宮殿内に
ある数ある各部屋の床も，全部が指二本幅の厚さをもつ
純金で敷きつめられている。このほか広間といわず窓と
いわず，いっさいがすべて黄金造りである。げにこの宮
殿はかくも計り知れない豪奢ぶりであるから，たとえ誰
かがその正しい評価を報告しようとも，とても信用され
えないに違いない。
　またこの国には多量の真珠が産する。ばら色をした円
い大型の，とても美しい真珠である。ばら色真珠の価格
は，白色真珠に勝るとも劣らない。この国では土葬と火
葬が並び行なわれているが，土葬に際しては，これら真
珠の一穎を死者の口に含ます習いになっている。真珠の
ほかにも多種多様の宝石がこの国に産する。ほんとうに
富める島国であって，その富の真相はとても筆舌には尽
くせない。」
　マルコ・ポーロは，次に，日本人について次のような
奇怪な話をする。「……彼等（日本人）は腕の内側で皮
膚の下，肉の上のところに一個の石を挿入し，外部から
はわからないようにして身につけていた。この石には呪
術がかけられていて魔力を発揮し，刃物では絶対に殺さ
れないことになっている。……
　チパング諸島に住む偶像教徒は，マンジやカタイの偶
像教徒と同じ系統に属しており，その奉ずる所も同様
に，牛・豚・犬・羊その他の動物の頭をした偶像であ
る。一頭にして四面の偶像もあれば，本来の首に加えて
両肩の上にもう一つずつの首をそなえた三頭の偶像もあ
る。腕が四本もしくは十本・千本もある偶縁すらあって，
特に千手を具した偶像は最高の地位を占める。この偶像
に対する彼等の祈りは，この上もなく敬度である。……
チパング諸島の偶像教徒は，自分たちの仲間でない人間
を捕虜にした場合，もしその捕虜が身代金を支払いえな
ければ，彼等はその友人・親戚すべて，〈どうかおいで
下さい。わが家でいっしょに会食しましょう〉と招待状
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を発し，かの捕虜を殺して一むろんそれを料理してで
あるが一皆でその肉を会食する。彼等は人肉がどの肉
にもましてうまいと考えているのである。……（1）」
　当初，マルコ・ポーロは大嘘吐き・大法螺吹ぎと悪口
を言われ，彼の伝えることはあまり信用されなかった。
しかし，時代の経過と共に彼の語っている多くが事実で
あると判ってきた。彼の日本紹介の部分に関しても，彼，
の誤解や間違いがあることは確実であるが，日本の朝廷
から遣唐使・遣唐僧に届けられる留学滞在費が砂金であ
ったこと，日本商人のもたらす貿易品の中に，多くの金
銀蒔絵の調度品や倭扇が混じっていたこと，日本の金銀
が中国に流出していたこと，また，ニューギニアやボル
ネオなどには実際に人喰い人種がいたこと，また，東南
アジアには腕の中に魔法の宝石を入れていて，刀で切っ
ても切れないという類の話が流布していたこと，等々か
ら判断するなら，マルコ・ポーロの話がまったくの出鱈
目だったということはできない。
　マルコ・ポーロの日本紹介は，当時の航海者たちの間
で大変な評判となり，多くの者が日本に関心を寄せるこ
とになった。アメリカ大陸を発見したコロンブスも，日
本探索に情熱を燃やした一：一・人であった。彼は，『東方見
聞録』から大きな影響を受け，黄金国チパングを目指し
て航海に出たが，太平洋とアメリカ大陸の存在を考慮に
入れていなかったため，日本訪問を実現することはでき
なかった。後年，1611年，スペイン国王が日本近海にあ
ると伝えられている「金銀島」を密かに探索すべく，ス
ペイン大使セバスティアン・ビスカイーノを派遣したが
，その派遣のきっかけは，日本人からの情報によるもの
であったろうと思われるが，『東方見聞録』を読んでい
たことにあるということができる。
　マルコ・ポーロの次に日本を紹介したのは，フランシ
スコ・ザビエルである。ザビエルは，ローマ教皇の委託
を受けて日本に渡り，実際に見聞したことをありのまま
に報告したが，その報告書は，イタリア語・スペイン語・
フランス語・ラテン語に翻訳され，ヨーロッパの人々に
深い感動を与えた。
　ザビエルを日本に導いた動機として，アンジロウとの
選遁があった。このザビエルとアンジロウとの出会いが
なかったなら，日本へのキリスト教伝来は勿論，ヨーロ
ッパ文化の淳入もかなり遅れ，また変った受け入れとな
っていたろうと思われる。
　アンジロウは，鹿児島で生まれ，そこで育ち，結婚も
していたが，若い頃いろいろな悪徳行為を重ね，その悪
行のために，後に，良心に責め噴まれるようになってい
た。というのは，当時その地方には地獄・極楽という言
葉が流布しており，多くの者たちがその言葉を信じてい
、たからである。アンジロウは，地獄落ちを恐れ，極楽へ
の道を願って，自分の罪を償う方法や，坊さんたちが説
いている釈迦によって救われる方法などを探し求めてい
た。
　ポルトガル人が日本を発見したのは，1543年のことで
ありr，その翌年には，九州との貿易も開始されていた。
ポルトガル人は，商人との取り引きの合間に，時々神に
関すること，永遠の生命のことなどを話していたが，こ
うした雑談は日本人をひどく驚嘆させ，感動させること
になった。本格的に神の教えを聞きたいと願う者もかな
りいた。アンジロウもその一人であった。彼は，マラヅ
カに神の教えを完全に伝えてくれる人がいるというのを
聞いて，マラッカに行く決心をしていた。幸い，親切な
ポルトガル人ジョルジュ・アルバレスという船長の協力
によって，アンジPウはマラッカへ渡れるようになっ
た。アルパァレス船長は，航海の間，自分の崇拝してい
るザビエル神父のこと，彼の信仰深い生活や彼の行動，
それにキリスト教徒であるということはどういうことな
のか，等々，細々とアソジロウに話して聞かせた。した
がって，アンジロウの受洗に関する心構えは，ほとんど
船旅の間にでぎあがっていた。
　1547年12月，アンジロウはアルバレス船長からザビエ
ル神父を紹介された。アンジロウはその会見を大変喜
び，話に聞いていた以上の多くのことを目のあたりに見
て，非常に慰められ，満足した。彼はザビエル神父に対
して深い尊敬と信頼の念を抱ぎ，心を開いた。彼は，ま
ず神学校に入り，数ヵ月も経たないうちにポルトガル語
を会得してしまった。彼は聞いたことをまず日本文字で
書き留め，あとでそれを暗諦するのであ6た。特に驚く
べきことは，神父が福音書を説くのを聞いただけで，一
章一章をすぐに記憶に留めてしまったことである。
　ザビエル神父もまた，アンジPウの望んでいること
や，日本人・日本の事情などを聞き，大変喜び，日本へ
の関心を高めた。神父は，アンジロウを通じて日本（人）
に魅せられてしまった。彼は，ローマのイエズス会員に
次のような手紙を書いている。「もしも日本人すべてが
アンジロウのように知識欲が旺盛であるなら，新しく発
見された諸地域のなかで，日本人はもっとも知識欲の旺
盛な民族であると思います（2）。」
　ザビエル神父は，当時，アンジロウやアルバレス船長
から日本の土地柄や人々について聞いたことを報告書と
してローマに送っているが，その報告書は，スペイン
語・フランス語・ドイツ語等に翻訳され，多くの者によ
って読まれ，ヨーロッパ各地に感激の渦を巻き起こし
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た。しかしこの報告は，単なる日本情報という性格に留
まっていた。
　1549年4月15日，ザビエルは，コスメ゜デ’トルレス
神父，ファン・フェルナソデス修道士，アンジロウ，ジ
ョアン・アントニオ，マヌエル，アマドルらと共にゴァ
を出発し，日本に向かった。同年8月15日にはアンジロ
ウの故郷鹿児島に到着した。ザビエルは，そこで始めて
多くの日本人に接し，自分の目で日本の風物を眺め，そ
の事情を知ったのである。
　彼は，日本での最初の体験記を早速イエズス会に書き
送っているが，その報告はヨーロッパ人が日本を実際に
訪れ，そこで見聞したことをありのままに，しかも最初
にヨーロッパに伝えたものとして注目に価する。彼は，
日本人を次のように評価している。「この国の人びとは
今まで発見された国民のなかで最高であり，日本人より
優れている人びとは，異教徒のあいだでは見つけられな
いでしょう。彼らは親しみやすく，一般に善良で，悪意
がありません。驚くほど名誉心の強い人びとで，他の何
ものよりも名誉を重んじます。大部分の人びとは貧しい
のですが，武士も，‘そうでない人びとも，貧しいことを
不名誉と思っていません。……名誉は富よりずっと大切
なものとされているのです。他人との交際はたいへん礼
儀正しく，武具を大切にし，たいへん信頼して，武士も
低い階級の人たちもすべてが，刀と脇差とをいつも持っ
ています。・・…・この国の人たちの食事は少量ですが，飲
酒の節度はいくぶん緩やかです。この地方にはぶどう畑
がありませんので，米から取る酒を飲んでいます。人び
とは賭博を一飼しません。賭博をする人たちは他人のも
のを欲しがるので，そのあげく盗人になると考え，たい
へん不名誉なことだと思っているのです。宣誓はほとん
どしません。そして宣誓する時は，太陽に向かってしま
す……（3）」
　ザビエルは，日本の仏僧たちが忌まわしい罪を犯して
恥ずかしいとも思わないでいるなどと非難してはいる
が，日本人が優秀な国民であると称えている。
　鹿児島では，アンジロウの家族を始め，奉行や町民た
ちはザビエルを暖かく迎え，好意的であった。ただ，始
めて見るヨーロッパ人の異様な容姿には，誰もがびっく
りしていたようである。「なんばんのあきんど，ふねに
はじめて，人間のかたちにて，さながら天狗とも，みこ
し入道とも，名のつけられぬものを一人わたす。よくよ
くたつねきけば，伴天連というものなり。先づそのかた
ちをみるに，鼻のたかきこと，さざいがら（栄螺殻）
の，いぼのなきを，すいつけたるににたる。目の大なる
ことは，目かねを二つならべたるがごとし。まなこのう
ち黄なり，かうべはちいさく，足手のつめながく，せい
のたかさ七尺あまりにて，色くろく，はなあかく，歯は
馬の歯よりながく，あたまの毛，ねずみいうにして，ひ
たいのうへをかべさかづきを，ふせたるほどのさかやき
をすり。ものいふことかつてきこえず，こえはふくろう
のなくに似たり。諸人こぞりて見物みちをせきあへず。
面体のすさまじぎこと，あら天狗と申とも，かやうには
あるまじきと，人みな申あへりω。」
　さて，フランシスコ・ザビエルの報告はヨーmッパ全
土に行ぎ渉っていたが，彼の報告書は，単なる日本情報
とは異なり，ザビエルが実際に目撃した日本（人）観が
精彩な筆致で記されていたので，多くのヨーロッパ人の
心を捉えた。特に，フランス人ギョーム・ポステルは，
日本を訪れたことはなかったが，ザビエルの報告書から
多大な影響を受け，『世界の驚異について』に於て，日
本人が優秀な国民であり，日本がユートピア的な天国に
一一≠搭ﾟい国である，と公言していた。
　さて次に，日本人がヨーロッパの地に足を踏み入れた
事績を考察してみよう。ヨーPッパの最初の訪問者とし
て，まず始めに想起されるのは，天正時代の少年遣欧使
節のことであろう。この少年使節はローマを訪れ，教皇
グレゴリオ13世と会見し，イタリアの都市で盛大な歓迎
を受けたのである。しかし，この使節団に先立つ30年ほ
ど前に，一人の日本の青年がローマに到着していた事実
はあまり知られていないようである。
　この青年の名前は明らかでないが，ザビエルから洗礼
を受けた後，日本のベルナルドと呼ばれていた。彼は，
ザビエルの日本滞在中，ザビエルから片時も離れず，彼
の助手として，共に苦難の旅を続けていた。旅の途中，
ベルナルドは時々ザビエル神父からローマ教皇の権勢と
尊厳，ローマの街の様子などを聞かされ，ローマに行き
たくてうずうずしていた。機会さえあれば何時でもロー
マに発ちたいと思っていた。
　1552年，ザビエルは，門戸を鎖ざしている中国に平和
攻勢を試みるため，一旦インドに帰ることにした。ベル
ナルドは，山口県のマテオと共に，この機会を利用して
ローマへ行こうと決意したのだった。ザビエルは，ポル
トガルの管区長シモン・ロドリゲスに次のような手紙を
書いている。「そちらヘマテオとベルナルドが行きます。
彼らは生粋の日本人で，ポルトガルやローマへ行ってキ
リスト教世界を見て帰国し，彼の地で見聞したことを日
本人に証言したいと願って，私とともに日本からインド
へ渡航しました。……日本人はこの世に自分たち以外に
は人間がいないと思っていますが，それは今から8年か
9年前にポルトガル人が日本の島を発見するまで，他の
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国の人と交際しなかったためです。……そちらに行く日
本人が数かずの学院や討論会を見て驚くに違いないと思
いますが，このようなすばらしいことをいろいろと体験
し，満足して帰国し，その体験を日本人たちに伝えるよ
うにいろいろとご配慮ください……私がマテオとベルナ
ルドがそちらへ行くことを喜んでおりますのは，……日
本人の文化と私たちの文化がどれほど相違しているかを
故郷の人びとに語ることによってその違いを証明するこ
とができるからです……（5）」
　こういったザビエルの願いにもかかわらず，その年マ
テオはゴアの悪天候と酷暑に耐え切れず他界してしまっ
た。ベルナルドもまた，スペインの国境近くのサラマン
カで高熱と激しい肝臓の痛みに襲われ，卒倒したが，そ
れでも，神父たちの看病や計らいによって，念願のロー
マ入りをすることができた。彼はローマ大聖堂やキリス
ト教の古跡を見物し，教皇パウロ四世にも拝謁すること
ができた。しかし，1557年の春，ベルナルドは再び故国
を見ることなく，病気のためコインブラで永眠してしま
った。したがって，ベルナルドがヨーロッパの人々を感
動させ，聡明な兄弟と見倣された資料などは残っている
が，ベルナルドの気持や感動を伝える資料はまったく残
っていない。
　さて，日本人がフランス人に初めて接し，直接フラン
ス語を聞いたのは何時のことであったのだろうか。
　天正時代の少年遣欧使節がローマを訪れ，ローマ教皇
に拝謁し，各都市で歓迎されたことはすでに触れたこと
であるが，この使節団は1584年11月，マドリッド滞在中
にフランス大使の訪問を受けていた。このフランス大使
は，フランス国王アンリ三世の旨を伝えた後，帰途には
是非フランスを訪れるように，と請願された。これは，
日本人とフランス人との最初の邊遁であり，日本人がフ
ラソス語を，フランス人が日本語を聞いた最初の出会い
であった。
　この使節団は，実際，1585年8月，ミラノでの多忙な
生活の後，フランスへ行こうと考えていた。これが実現
していたなら，天正遣欧使節がフランスを訪れた最初の
人物ということになるのだが，丁度その頃ゼノアから，
スペインに向かう船の用意がでぎたという知らせが来
た。そのため，この使節はフランスへの旅をあきらめ，
ゼノアに向かうことになってしまった。
　日本人が実際にフランスの地に足を踏み入れたのは，
ユ615年（元和元年）のことであった。この日本人は，仙
台領主伊達政宗がローマ教皇のもとに遣した使節支倉六
右衛門の一行であった。彼らは，フラソスを訪れる予定
はまるでなかったのだが，バルセロナからイタリアへ向
かう途中激しい暴風雨に襲われ，図らずも南フランスの
サソ・トロペ港に逃げ込み，そこで三日間ほど滞在する
ことになったのである。
　伊達政宗の遣欧使節の目的は，これまで学者間でさま
ざまに論議されてきたが，今だに定説が出ていない状態
である。このことに関しては別の論稿に譲り，まずは，
支倉六右衛門一行がフランスに上陸するまでの経過を説
明し，その後で，フランスでの状況について述べてみる
ことにしよう。
　伊達政宗の命を受け，支倉六右衛門を代表者とする遣
欧使節団が牡鹿半島の月ノ浦から出航したのは，1613年
10月28日のことであった。出航した船は，伊達藩で建造
された五百トン級の洋式帆船であった。長さ35メート
ル，幅10．8メートル，主摘31．5メートル，弥帆17．8メー
トルの船で，「サン・ファン・バプティスタ号」と名付
けられていた。
　使節一行の船がメキシコのアカプルコに入港したの
は，1614年1月28日，3ヵ月の航海の後のことであっ
た。一行は，アカプルコからメキシコ市に向かい，そこ
で暫くの間滞在した。その滞在中に，メキシコに赴いた
日本人のうち20名がその地のフランシスコ教会で洗礼を
受けた。彼らは，3ヵ月の航海の間にルイス・ソテロ神
父からキリスト教のことを色々と聞かされ，教理の勉強
も進められていたのである。
　ソテロ神父は，スペイソ人の司祭で，フラソシスコ会
に所属していた。彼は，この遣欧使節団の派遣を実現し
た中心的人物であり，使節の責任者として，また通訳と
して，旅行中は絶えず使節支倉六右衛門に随行してい
た。
　5月8日，使節の一行は，アカプルコに戻り，そこか
ら日本に帰るグループと，スペイン・ローマを訪れその
使命を果すグループに分かれ，それぞれの行路をとっ
たQ
　使節支倉の一行がサン・ファン・デ・ウルーアを出港
し，ハバナに立ち寄り，南スペインのサンルーカル・
デ・バラメーダに上陸したのは，10月5日のことであっ
た。彼らにとっては，長い苦しい航海であったが，日本
人として始めて大西洋を横断したことを考えれば，その
時の感動は讐えようもないものであった。
　支倉の一行は，バラメーダから大河グアダルキビール
河を遡ってセビリアに向かった。セビリア市は，ソテロ
神父の生地であっただけに，その歓迎は熱狂的なもので
あった。グアダルキビール河にかかっているトリアーナ
橋の所で，一行は市長を始め，貴族・庶民らに盛大に出
迎えられ，歓待された。
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　支倉六右衛門はソテロ神父と共に市議会に臨み，伊達
政宗のセビリア市長宛の書状と，日本刀と短剣を市長に
手渡した。使節支倉は政宗の書状を手渡す時，次のよう
に日本語で述べた。「我が君なる日本奥州の王，伊達政
宗，神の教を聴き，神聖にして，善きものと認め，その
領内の民，皆基督教徒たらんことを命ぜり，而してイス
パニアの国王陛下は，強大なる基督教国王にして，法王
は，全世界の基督教徒の首なる由を聞き，予にパード
レ・フライ・ルイス・ソテロと共に，畏敬を以って，両
陛下を拝せんことを命ぜり，貴市の広大にして，パード
レ・フライ・ルイス・ソテロの郷国たること，日本に聞
え，我が君なる国王は，貴市に敬意を表せんが為め，特
に予等を遣はせり，猶ほ細なることはパードレ・フラ
イ・ルイス・ソテロより通報すべきにより，予は蝕に筆
を搦く，謹で，貴市の恩寵に浴せんことを請ふ（5）」
　支倉が議会で読み上げたこの書状は，直ちに，ソテロ
神父によって通訳された。
　当時この使節の接待委員の代表老であったフウン・ガ
リヤルド・デ・セスペデスは，スペイン国王に次のよう
に報告している。「日本皇帝の大使並びに奥州の王の大
使の来着の報は既に陛下に達したることζ信ず，右両人
はサン・ルカス・デ・パルラメダより，各一書を，セビ
ーヤ市に送れり，今その写を，本書と同封して，陛下に
上る，右書翰を市会に於て，朗読せしが，当市は，日本
皇帝の使命を帯びて来れる宣教師並に奥州の王の使命を
帯びたる日本人が到着せる，イスパニアの第一の地なる
のみならず，当市が，諸外国に於て，高名なるが故に，
市に対しても，使者として来り，且つ，数百万人が神霊
上に於ては，法王を奉戴し，現世の事に関しては，陛下
を君と仰がんとする，最も重大なる使命を帯びて来りし
が故に，当市滞在中，市費を以て之を接待することを，
最も適当なることと認め，臣に求むるに，この事に当ら
んことを以てしたり，臣は，陛下の利益たることを信
じ，喜んで之を承諾し，二三日中に，当地に着するにつ
き，接待の準備をなせり，右両人の大使，並に，随員
中，五六人の主なるものを，主殿頭オリバレス伯の代官
として，臣が主管する，当地のアルカサル宮の敷地に宿
泊せしめんとす，今，此事を陛下に報ずるは，彼等に対
してなすべきことについて命を受け，又，彼等の接待を
　　　　　y1担任せしことが，陛下の嘉せらるる所なるか否かを知ら
んが為めなり，陛下の御用を務むる外に，一歩も出でざ
らんことは，臣の望むところts　p，我が主たる神，多
年，陛下の玉体を護り，其間に今日教会外にある諸人を
して，教会に帰するに至らしめられんことを祈る（7）。」
　セビリアの市長サルバチエルラ伯は，市の財政が困窮
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状態に陥っていたにもかかわらず，使節一行をパーテ
ィ・観劇・ダンスなどでもてなし，様々な贈物をした。
また更に，マドリードに向かうに必要な人員や旅費まで
も負担したのである。
　使節支倉六右衛門の一行は，コルドバ，トレドなど各
地で歓迎され，多くの民衆の歓声に包まれながら，1614
年12月20日，首都マドリッドに到着した。しかし，使節
がセビリアを発つ前から，スペイソ政府当局，ことにイ
ンディアス顧問会議の高官たちは，伊達政宗の使節の来
訪に頭を痛めるようになっていた。というのは，日本に
渡っているイエズス会員から続々と送り届けられる実状
報告や，日本から使節と一緒に来た元大使ビスカイーノ
がメキシコからマドリード国王に宛てた報告書などによ
って，使節の渡来の真意や目的が判らなくなり，様々な
疑念が生じていたからである。
　顧問会議はセビリア市商業会議所の所長ドン・フラン
シスコ・デ・バルテに書簡を送り，日本使節の実状につ
いて審議し，報告するよう命じた。バルテ所長は，伊達
政宗から国王フェリーペ三世及び教皇パウロ五世に宛て
た親書や政宗の提案による協定条項などを閲読し，次の
ような判断を下した。つまり，日本使節の目的は，スペ
イン国王と友好通商関係を樹立し，キリスト教を奥州領
内に広め，政宗自身もキリスト教に帰依するために宣教
師を要請すること及び航海貿易のための航海士と水夫を
求めることにある。また宣教師やスペイン人を歓迎し，
「何等の税をも課することなく，自由に貿易を営むこと
を許し，又安全なる港を与え，船の修繕に際しては，必
要なる物を供給し，吾等に対しては，永く厚情を保ち，
陛下の敵に対しては，永く敵意を持つことを」約束して
いる，と顧問会議に報告したのである。
　パルテ所長は，更にまた，11月2日の夜，使節支倉六
右衛門と面談し，その使節の人物について，「尊敬すべ
く，沈着にして智慮あり，談話に巧みにして，謙譲なる
人なり，予に対してその来意を語り，その国王が，陛下
の恩寵によりて，通商を開くことを得べしと確信し，基
督教を入るるに熱心（8）」である，と述べている。
　枢密院は，11月22日，国王に上奏した文書の中で，使
節に関して次のように述べている。「奥州王（伊達政宗）
の大使の来航に関しては，種々取りざたがなされていま
すが，すでにイスパニアに到着し，セビリアでは歓迎を
受けたことでもあり，セビリア市長に発せられた命令に
よって，大使は当地マドリードに向け，すでに出発して
しまっているか，でなければ間もなく出発することであ
りましょうから，当市のサン・フランシスコ修道院に宿
泊させるようにします。また近日中に日本の事情に詳し
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いムニョス神父が，サラマンカから上京しますので，ム
ニョスの考えていることを大使に質問させ，ついでソテ
ロ神父とも会談させ，一行の渡来の真の意図を明らか
にさせますが，この調査にはインド審議会が当たりま
す。……（9）」
　スペイソ政府当局では，使節の原動力とも言えるソテ
ロ神父に対する評価があまりかんばしくなく，彼が不当
な野心家，狡智にたけた人物である等々の悪評が伝わっ
て来ていたので，ソテロ神父の言行をどの程度まで信じ
て良いのか，また，日本の使節が，日本皇帝（徳川家康）
から派遣されたものではなく，奥州国王（伊達政宗）か
ら遣わされたものであるということをどう受け取ったら
良いのか，困惑する一方であった。
　伊達政宗は，スペイン総督との平和条約として，次の
ような提案を記していた。
　一，神聖なる神の道が，我が領内に弘布せられ，臣民
が教徒となるに至らんが為め，サン・フラソシスコ派の
宣教師を送られんことを請ふ，右については，曹に布教
の妨害をなさざるのみならず，為めに好意を尽し，又右
宣教師等に対しては，十分便宜を図り，之を好遇すべし
　一，宣教師等の毎年渡来せんが為めに，今この船を造
れり，この船には，その地の商品と交換する為め，日本
の商品を積めり，自用の為めなれば，之を許容せられん
ことを乞ふ，
　一，右船の航海の為めに，航海士及び海員を与えられ
んことを望む，若し船難破し，又は修繕の必要を生じた
る場合には，之が為め必要なる諸般の物を給して，便宜
を与えられんことを請ふ，但しその費用は之を自弁すべ
し，
　一，若しルソンより新イスパニアに赴く船，我が領内
に寄港することあらば，その乗員は好く之を待遇し，若
し難破したるときは，船の荷物，その他一切を船員に交
付することを厳命すべし，又修繕或は新造を望む場合に
は，その便宜を計るべし，
　一，若し貴国より船来航することあらば，大に之を歓
迎し，売買その他の事について，何等の干渉するところ
なく，すべて自由に任すべきことを厳命すべし……qo）
　もし，当時，1614年代の日本の実情が現代のような情
報化時代の速さでスペイン政府に伝っていたなら，伊達
政宗のこの提案は頭初から受け入れられず，完全に拒否
され，ビスカイーノの建言が全面的に認められ，日本の
使節に対するスペイン側の対処の方法も極端に変ってし
まったであろう。
　ビスカイーノは，徳川家康と秀忠，それに日本に於け
るキリスト教界の実情をスペイン国王に上奏していたの
である。「……彼の地の基督教は根底薄弱にして，皇帝，
及び太子が最も嫌厭するは，新宗教，及び新習慣を採用
することなり，基督教徒が，最も安堵する時に際し，忽
ち寺を焚き，宣教師を放逐することあり，最近には，昨
年，皇帝は，フライ・ルイス・ソテロ，その他，江戸に
在りし宣教師等に命じて，長崎に去らしめ，又，その前
に，江戸市にありし会堂を破壊せり，ソテロは窃に同市
に留まりて，皇帝，及び太子の命に背き，他の会堂を建
てしかば，太子大に怒りて，教徒を悉く捕へしめたり，
是に於て三千人以上は，終に基督教を捨つるに至りし
が，之をなさざりし28人は処せられたり，ソテロも，亦，
焚死の刑を宣告せられしが，宥されて，放逐せられ，前
述の政宗を説きて，船を造らしめ，皇帝，及び太子の許
可を得ることなく，又その派の宗務取締，その他日本に
在る宣教師に通知することなくして，宣教師を求むる為
め，この使節を派するに至らしめたり，若し，ソテロ使
命を果し，宣教師を率いて還らば，皇帝及び太子は，国
内に宣教師を入るることを欲せざるにより，彼の地に残
れる少数の宣教師，及び基督教徒の為めに，大なる不幸
を惹起するに至るやも知るべからず，若し，日本に於
て，宣教師不足の故に基督教隆昌ならずとせば，機会あ
る毎に，彼の地を去るものあるは誠に怪むべし……（11）」
　事実，スペイン顧問会議が日本の使節について慎重に
審議していた頃，日本のキリスト教界は激変の時代を迎
えていたのである。遣欧使節がメキシコ市に到着した頃
（161・4年3月），徳川家康は全国にキリスト教禁令を発
布し，キリスト教弾圧を開始していた。在日宣教師の半
分以上がマカオやマニラに追放され，キリシタンの代表
的人物である高山右近・内藤如安を先頭に，百余人のキ
リスト教徒が海外に追放され，70余人が陸奥国外ケ浜へ
流刑に処せられた。キリスト教の寺院は焼かれ，キリシ
タンへの迫害は激しさを増すばかりであった。やがて，
大坂冬の陣が始まると，自ら洗礼を受け，臣下をもこと
ごとくキリスト教に帰依させると使節書に記していた伊
達政宗は，キリシタン迫害を命じている徳川家康の傘下
に身を投じて，家康のために活躍していたのである。
　こうした実情は，まだマドリッドまで伝えられていな
かったので，ルイス・ソテロの切々たる懇願や，伊達政
宗の親書が半信半疑のうちにも受け入れられ，1615年1
月30日，支倉六右衛門の一行は王宮に於て国王フェリー
ペ三世と謁見することができるようになった。この謁見
に際して，支倉六右衛門は奥州の国王伊達政宗の名のも
とに，次のように語っている。「凡そ光を求むるもの，
之を認むるときは，多くの銀苦を忘れて，喜ぶべし，予
も，亦，光を求めんが為，天の光なき地方より，この基
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督教国に来り，世界を照す太陽の如き陛下の面前に出で
て，光栄と愉快とを覚え，海陸のあらゆる労苦を忘れ，
我国民中，最も名誉を得たるものなりと思惟す，予が来
れる地は，当地より遠隔なる地にして，之を日本と称
す，我が君，伊達政宗は，奥州の強大なる王なり，政
宗，神の道を聴き，日本の宗教は偽にして，基督教は真
の救の道なることを認め，自ら洗礼を受け，その臣下を
して，悉く之に帰依せしめんことを欲せり，然れども，
その事容易ならざるを以て，基督教会の堅固なる柱石た
る陛下に，宣教師を派遣して，福音を伝へ，聖儀を行は
しめんことを請はんが為めに，予を遣せり，又，基督教
会の長なるローマ法王にも，同事を求め，その指揮を仰
がんとす……（12）」
　日本の事情を知らない国王は，支倉のこの言葉を聞い
て感激してしまった。国王は，これに応えて，日本のよ
うな遠隔の地にまでキリスト教が弘布せられ，また，か
くも遠方の国から求道の使節がスペイン国まで来られた
ことは，我々にとって光栄のいたりである，と述べ，喜
びのうちに親交を結んだ。
　この謁見の儀が終ると間もなく　（2月17日），支倉六
右衛門は，国王フェリーペ三世臨席のもとに，洗礼を受
けることになった。洗礼式は，王室跣足派女子修道院附
属教会で行われたが，この儀式には，代父母レルマ公
爵・バラシア伯爵夫人をはじめ，多くの貴顕淑女が臨席
していた。その臨席者の中に，フランス王妃がいたこと
は注目に価する。この王妃は，偶々マドリッドに滞在し
ていたので，国王フェリーペ三世と共に臨んでいたので
ある。
　この洗礼式の模様を，使節支倉の一行をマドリードか
らローマまで案内するイタリア人アマチは，次のように
語っている。「当日は，フランスの王妃，両内親王，及
び，大官，有爵者，井に，武士等を率いて，該寺に臨幸
せられたり，……日本の大使は，馬車に乗り，侍衛兵に
護衛せられて，同寺に来れり，寺院には，金欄，及び銀
器を飾り，多くの燈火を点し，祭壇の左右に分れて立て
　　　　しり，式の初めに当りて，尼宮の従長アルタミラ伯，及び
日本の大使，相対して起立し，王の侍僧長ドン・ヂエ
ゴ・デ・グスマ×趨教父母レルマ公及びパラシヤ伯爵
　　　　　　　　　夫人の為めに，皇后の堂に椅子二脚を据えたり，夫人
は，王妃の親友として，陛下の寵遇厚き人なり，教父母
着席の後，国王の侍僧，燭を携へ悉く集り，侍僧長はト
レドのカルヂナルに代りて，大使に洗礼を授け，ドン・
フィリッポ・フランシスコの名を授けたり，式終りて，
テ・デウムの歌を合唱せり，之に次で，オルガンの奏楽
ありき，教父母は，日本の大使に祝意を述べ，之を誘ひ
て，国王の御坐所に赴けり，国王は，フランスの王妃，
尼宮，及び他の王女等と談話せられしが，大使の脆くを
見て，之に起立を命じ，之を抱きて，祝辞を述べられた
り，大使は，久しく希望せし如く，基督教徒となりたる
ことを喜び，陛下の臨御の光栄を得たることに付，謝
意，言語の尽すところにあらず，世を終るまで，イスパ
ニア国王の為めに神に祈るべしと述べたり，フランスの
王妃，及び尼宮も，亦，賀辞を述べられたり……（13）」
　勿論，支倉六右衛門には，フランス王妃の述べられた
フランス語が解る筈がなかった。使節支倉は，この時始
めて，フランス女性を見，フラソス女性から声を掛けら
れたのである。支倉六右衛門は，その後フランスに上陸
し，再度フランス人に会うことになるのだが，フランス
王妃との会見の折には，そんなことは全く考えてもみな
いことであった。
　さて，使節支倉の一行は，マドリッドに8ヵ月滞在し
た後，ローマ教皇との謁見を果すべく，1615年8月22日，
・P・一マをめざして出発した。彼らは，アルカラ・デ・エ
ナーレスでは，有名なアルカラ大学を訪れ，そこの学長
をはじめ，多くの学生たちから歓迎された。サラゴスで
は，ヌエストラ・セニョラ・デル・ピラル（柱の聖母マ
リア）寺院を訪れ，同寺院の神聖なる柱や宝物を見学
し，総督のヘルペス侯爵の官邸に招待された。使節一行
がバルセロナから船でイタリアに向かったのは，同年の
9月30日のことであった。ところが，一行がバルセロナ
港を出航して間もなく，激しい暴風雨が生じ，使節一行
を襲った。一行は難を避けて，やむなく南フランスのサ
ン・トロペに寄港することになった。サン・トロペは，
漁村であったから，航行中の諸国の船舶が避難のため寄
港することは珍らしいことではなかったが，突然三隻の
船が入港し，しかも，その乗船客が見たことのない奇異
な人々であったので，土地の役人をはじめ，多くの村民
たちは吃驚してしまった。外国人を見るのは珍らしいこ
とではなかったが，日本人を見るのは初めてのことであ
った。人口の少ないサン・トロペでは，大騒ぎとなり，
噂を聞いて近隣の町村からも多勢の人々が見物に集まっ
て来た。
　役人の事情聴取が終ると，総勢30人に上る支倉一行
は，サン・トロペの名家オノレ・コスト未亡人邸に鄭重に
迎え入れられることになった。コスト夫人は，見たこと
もない日本という遠国からはるばる太平洋・大西洋を乗
り越え，これからローマ教皇のもとに赴くという使節の
話に驚嘆したが，同時にまた，心から喜んだ。夫人は，
できる限りの歓待をして使節一行の労をねぎらった。
　サン・トロペ侯は，当時の状況を次のように伝えてい
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る。「日本大使が，10月初め，この地を通り，故オノレ・
コスト邸に宿泊した。大使は，日本の諸国王の一人であ
る奥州国王の大使であり，王家の近親であると自称して
いた。彼には聖フランシスコ会跣足派修道会員の三人が
随行していた。その内の一人は日本人で，他の二人はス
ペイン人であった。その他にイエズス会の神父がいた
が，彼もスペイン人であった。日本大使の随行員は，他
に書記一名，大使庶務主任一名，小姓七名及び下ee　一
名，料理人一名であった。下僕はスペイン人であった
が，それ以外の従者は日本人であった。以上の外に，通
訳であり，食糧の買い出し係であるスペイン人一名がい
た。
　大使を含め，すべての日本人は極めて背が低く，顔は
大層日焼けしていた。鼻は大変低く，扁平であった。日
本人はすべて髪の毛を後頭部で10センチ位のもとどりに
まとめ，白い布で結んでいた。服装はスペイン風で，イ
エズス会の神父のように首にカラーをつけていた。その
カラーには，小さな三角形のレース編みが周囲について
いた。それに，スペイン風の小さな帽子を被っていた
が，家の中では，大使も下僕も帽子を被ったことはなか
ったQ
　大使は濃い紫色の衣服を着ていた。外出する時には，
ガリシア人が纏うような袖無し外套を羽織っていた。
……蜴gはミサに出掛ける時きり外出しなかった。彼ら
は，ミサの際には脆いて祈り，謹聴し，聖体拝領の時に
は大地に接吻し，10度，15度と自分の胸を打った。
　教会で祈薦を唱える時には，彼らは手に長いロザリオ
を持っていたが，祈りの後には常に頸にかけていた。ま
た，彼らは，この地方の女性たちが体の左右に紡錘竿を
差し込むように，長剣と短剣を決して手離すことはなか
った。
　これらの長剣と短剣は，刀身が少し反ったトルコの新
月刀のようであった。普通の長さであったが，大変鋭利
で，刃の上tlt－一“枚の紙をのせ，息を吹きかけると，たち
まち切れてしまうほどである。それに彼らの紙は，我々
のものよりずっと薄く，絹で作られている。彼らは，そ
の紙の上に筆で上から下へと文字を書くのである。
　大使が食事を摂る時には，小姓の一人が小さなまさか
り槍あるいはまさかりを持って，大使の背後に立ってい
る。大使の長剣は刀掛けに置かれた。それに大使は，聖
職者以外誰とも食卓を共にしません。大使には，一度に
一品の料理が供されるだけでした。料理が運び込まれる
と，料理長がその被覆を取り除け，一人前ずつ皿に切り
取り，その皿に覆いをかけた。そして一人の小姓がその
皿を各人に供した。大使は，三本の指で支えた二本の小
さな棒で食し，肉などを決して手掴みでは食べなかっ
た。料理の間に，玉葱とキャベツのポタージュが供され
た。
　さて，最後になるが，大使たちの身体は大変毛深く，
指二本の幅もある長い毛が生えていた。彼らは，何も上
に掛けず，素裸でマットレスの上に寝た。
　彼らは食事が終ると，脆いて神に感謝し，次のように
祈った。＜全能の神よ，すべての御恵みに感謝致しま
す。世々とこしえに生き，治めたもう主よ，アーメン
（ラテン語）。主よあわれみたまえ，キリストあわれみ
たまえ（ギリシャ語）。われらを試みに引きたまわざれ，
われらを悪より救いたまえ，アーメン。主の御名が今も
いつも世々にほめたたえられんことを。主の御名により
て，われらに永遠の生命を与えたまわんことを，神の御
憐れみによりて，信者の霊魂がやすらかに憩わんことを
（ラテン語（14））Q
　サソ・トロペの住民ファーブルは，エクスの高等法院
王室顧問官ペイレックに手紙を書き，日本大使の不意の
到来を次のように報告している。「……大使は母国語（日
本語）以外は話すことも理解することもできませんでし
た。彼の国から来た家来たちの話すのを聞いても，誰も
わかりませんでした。ただ，日本から彼らと共に来た二
人のフランシスコ会神父だけは，彼らの言うことがわか
りました。
　それに，1612年にニヵ月前後マドリッドに滞在したと
のことですが，大使やその国の随員たちは皆小さな人た
ちで，顔は大きく，青白かった。鼻は低く，鼻孔は大き
かった。眼は小さく，窪んでおり，額は広く，顎髪はな
く，頬髪は少し，生えていた。後頭部では，髪の毛を小
さなしっぽのように束ね，白い絹の裂で結んでいた。こ
うするのは武士のしるしである，と彼らは言っていまし
た。
　彼らの胸は広く，胃部は大きかった。彼らは小さな帽
子をかぶり，衣服はスペイン風のものでした。……大使
が町の中を歩く時は，大変厳しい様子であったが，教会
内に入ると，随員たちと共に極めて敬震な態度を示すよ
うになり，福音書の朗読が行われる時以外は常に脆いて
いました（15）。」
　サン・トロペ侯夫人も使節支倉一行についての記録を
残しているが，彼女の記録には，前述の二老とは違っ
た，女性らしい側面観が示されている。「……大使は30
名以上の随行員を従えていました。その内の7名の小姓
は，全員，きちんと立派な身なりをしていました。彼ら
は全員鼻が低く，まるで兄弟のようでした。
　大使一行の乗って来た船は，三隻のフレガート船で，
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極めて速く走れる完全蟻装されたものでした。
　大使たちは，後頭部に少し縁を残すだけで，髪を剃っ
てしまっている。後方の髪は頭頂部で硫き上げ，中国人
のように結わえていました。……
　彼らは，中国の絹で作った紙のハンカチで演をかみま
す。そしてそのハンカチを二度とは使いません。彼らは
，漢をかむたびごとに，その紙を地上に棄てますので，
見物に集まった人々はそれを拾い集めるのですが，その
拾う様子を見て，彼らは面白がっていました。
　とりわけ，大使の紙は，宮廷女官の用いる豪華な便箋
のように縁が飾られていたので，それを拾おうと大勢の
人々がひしめき合いました。彼らは胸の所に多量の紙を
持っています。長い旅にも間に合うように十分の紙を持
って来ていましたので，こうした振舞いができたので
す。……
　二，三人の者がフランス語を少し話し，プロヴァンス
語に耳を傾けましたので，お互に理解し合うことができ
ました。サン・トロペ夫人によって訪問され，その夫人
が領主夫人であると判ると，彼らは大変な敬意を表しま
した。アヴェ・アリアの鐘が鳴ると，全員が脆いて，神
に祈りました。彼らは，悪天候のため，サソ・トロペに
二，三日滞し，その後，ローマに向かって旅を続けて行
きました（15）」
　日本人を初めて見たフランス人の印象は，日本人は小
柄で，鼻が低く，のっぺりした顔立ちの持ち主で，特異
な髪型をしている。トルコの新月刀のような大小の刀を
常に腰に差している。特にフランス人を驚かせたのは，
二本の棒で食事をすること，寝る時は素裸であること，
また，涙をかむごとに紙のハンカチを捨ててしまい，二
度と使わないことであった。
　フランスでは紙が高価で，貴重なものであったから，
日本のように懐紙（ハナ紙）と言った物を用いることは
なく，ハソカチmouchoir（漢をかむ布）で演をかむの
を常としていた。ハンカチなら洗いさえすれば何度でも
使えるし，経済的であったからである。この習慣は現在
でも行われている。
　寝る時素裸であると聞いたなら，現代では日本人にも
奇異に感じられるこζであるが，当時の日本では，特に
雪国などでは裸で寝る者が多かった。支倉六右衛門は，
日本での習慣をヨーロッパに渡ってもそのまま，堂々と
続けていた訳である。さすがに日本の武士であった，と
いうことができよう。
　使節支倉の挙措は，荘重で立派であったと誰もが称賛
した。特に教会内では，フランス人も驚く程，敬度な態
度が示されたと言われている。
　かくて，フランス人と日本人との思いがけない最初の
出会いは，今日，日仏交流を勉強する者に貴重な資料を
提供することになったが，特に注目すべきことは，サ
ン・トロペ侯夫人が伝えた「二三人の老がフランス語を
話し，プロヴァンス語に耳を傾けた……」という事実で
ある。
　日本人が始めてフランス人からフランス語を聞いたの
は，天正遣欧使節がマドリッド滞在中にフランス大使の
訪問を受けた時のことであったが，どのような発音，ど
のような言葉であろうと，日本人としてフランス人に直
接話しかけたのは，これが最初のことであった。この二
三人の者が誰であったのか明確にすることはできない
が，この時の会話から日本とフランスとの文化交流が始
まったと見敏すことができる。勿論，その時日本人が話
したフランス語というのは，フランス語ではなかったと
思う。サン・トロペ侯夫人がしゃべっていたプロヴァン
ス語は，スペイン語に近い言葉であったから，この夫人
は，日本人が長途の旅の間で覚えた片言のスペイン語を
フランス語と思い違いしたのである。使節一行の中に
は，ポルトガルやスペインに長期滞在している間に，そ
この住民との接触から，極めて自然にその住民の言葉を
覚えた者が幾人かいたのである。
　ところで，南蛮史料の研究では著名な碩学は，天正遣
欧使節にしても，慶長遣欧使節にしても，使節一行の中
には，ラテン語にしろ，ポルトガル語にしろ，スペイン
語にしろ，外国語を理解できる老は一人もいなかったと
強調し，得意になっている。彼が固持するその主張は，
ヴァリニャーノ神父の次のような報告に基づいている。
　「彼（カブラル）は，我々ヨーロッパ人が互いに会話を
交わす時，日本人にさとられず，又我々の内心の秘密を保
持するためにポルトガル語を教えなかったし，又，日本
人は学問を学ぶ必要はなく，日本人を決して司祭にすべ
きではないと考え，ラテン語を教えなかったのでありま
す。そうしなけれぽ，彼らは尊大となり，手に負えぬよ
うな振舞いをなすであろうと考えたからであります17）。」
例へば，天正遣欧使節がヨーロッパを旅行している間
「も，日本の少年たちにヨーロッパ人との会話をさせない
ようにし，「かの地で当時乱脈を極めたり淫蕩的でもあ
った世俗，また貴族社会のスキャンダルをいっさい判ら
ぬようにし，純真なまま，そしてヨーロッパ・キリスト
教社会に感動したまま帰国させたいと考えた。そして万
が一，キリスト教社会の悪しき面を見聞したならば，例
のく聖なる偽り〉で巧みにごまかそうと心がけ18）」てい
た，というのである。
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確かに，宣教開始初期には，日本布教長カブラルは，秘
密保持のためポルトガル語とラテン語の使用を日本人に
禁じていた。しかし，その方針を守り，貫徹した宣教師
が一人でもいたであろうか。その方針は，後に誤ってい
ることが判り，取り消されたのである。天正遣欧使節の
場合，その使命の目的の一つは，日本人にヨーロッパを
見て貰い，それを実際に見聞した者の言葉を通して，ヨ
ーロッパ文化とキリストの光栄を知らせることであった
筈である。
　使節の少年たちは，伊東マンショ，千々石ミゲル，原
マルチノ，中浦ジュリア等，すべて出発前には，セミナ
リオの生徒であった。セミナリオでは，ラテン語，，日本
文学，宗教学，音楽を正規の授業として教えていた。ま
た，別科としてポルトガル語教育も行われていた。ヴァ
リニャーノ神父は，日本に於ける外国語，特にラテン語
学習の必要性を次のように強調していた。「学問に関し
ては，ラテン語は彼らにとって極めて新しきものであ
り，文体が逆であること，ヨーロッパの用語や基本的要
素の名称に欠けているために，我々の文法を日本語にす
ることは甚だ困難であります。しかし，それにもかかわ
らず，彼らは生来極めて明敏聰明であって，驚くほど
熱心に勉学に励みます。即ち，少年たちは，あたかも大
人の如く，三，四時間も席から離れずに勉学を続けるか
らであります。極めて困難なことであるにもかかわら
ず，彼らはセミナリヨに於て日本語を読み書きすると共
に，ラテン語を日本で読み書きすることを短期間に習得
し，又，容易に楽器を弾奏し，歌うことを覚え，理解し
ないまでも極めて容易に暗諦することを，我々は経験に
よって知っているからであります。日本語で完全に解説
されたラテン語文典が編纂され，将来，辞書その他の重
宝な書籍が作成された後で，ラテン語を学習し始めるよ
うになれば，彼らが極めて優秀な生徒となり，我々と同
様，更には我々よりも短期間で学業の進歩することは疑
いなきものと思われます（19）。」
　こうして，セミナリオの生徒たちは，パウロ三木のよ
うに数年間ラテン語を学んでもほとんど進歩しない生徒
もいたが，ヨーロッパの言語に接し，それなりの成果を
得ていた。さらに，この少年たちは，1583年3月9日，
マカオに到着した際にも，イエズス会の修道院で学生活
を再開し，ラテン語や日本語，それにポルトガル語スペ
イン語なども学んでいたのである。この時，ポルトガル
語の歴史を勉強するのに使用された教科書は，オソリウ
スの『エソマヌエルー世紀』であったb
　この修道院では，同時に，イエズス会総長や教皇の面
前に出た時の対応の仕方や話し言葉なども勉強してい
た。したがって，伊東マンショは，コインブラ大学で公
に迎えられた時，ポルトガル語で返答することができた
し，ラテン語・ポルトガル語・スペイソ語で手紙を書く
こともできた。現在，彼のペン書きの手紙が9通残って
いると言われている。
　原マルチノは，ラテン語を流暢に話し，使節の報告書
もラテン語で書くことができた。この報告書は後に刊行
された。
　中浦ジュリアは，ローマに到着した翌日（3月23日），
熱病にかかり苦しんでいた。医者は，ジュリアに外出し
ないように注意したが，彼はラテン語で「教皇さまの前
に案内して下さい。その祝福を受けれぽ病気も治りま
す」と語った。その後彼は，イエズス会員としての終誓
願を見事なラテン語で書いている。この誓願書はロー
マ・イエズス会本部に所蔵されている。
　8力年以上に渉るヨーロッパ大旅行の終り頃には，天
正遣欧使節一行のほぼ全員がポルトガル語で会話ができ
たと言われている。伊達政宗の使節一行の場合，全員が
成人であり，外国語を習得するには困難を伴ったであろ
うが，それでも，7年間に渉る旅行の間に，様々なヨー
ロッパ人と出会い，いろいろな交渉を重ねるうちに，ス
ペイン語やポルトガル語が，完全ではないにしても，何
をしゃべっているのか解るようになり，その片言をしゃ
べることができるようになっていたことは事実である。
　フランス語がラテン語にとって代わるのは，17，8世
紀を待たなければならないが，使節一行が訪れた頃，サ
ン・トロペではオック語（古プロヴァンス語）を話して
いた。この言葉は，スペイソ語と非常に良く似ていたか
ら，使節の随行員がサン・トロペ侯夫人の語りかけに相
槌を打ち，スペイン語で少ししゃべったとしても少しも
不思議ではない。
　この時の日本人がしゃべった言葉がフランス語でなか
ったとしても，フランス人と言葉をかわし，互に理解し
合ったことは事実であり，両国間の最初の出来事であっ
た。したがって，日本とフランスとの文化交流はこの出
来事から始まったということができよう。
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